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平成２８年度 奥川水質・水生生物調査

期日 ：平成２８年１０月６日(木)

調査場所：（１グループ）奥川第２砂防ダム、チヌフク川

（２グループ）やんばるの里上、アンガ川

（３グループ）やんばるの里、汽水域

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

調査結果

（１グループ）奥川第２砂防ダム、チヌフク川

《パックテスト結果》

奥川第２砂防ダム チヌフク川

ＣＯＤ
５ ２

科学的酸素要求量

ＮＨ４
０．２ ０．２

ｱﾝﾓﾆｳﾑ態窒素

ＮＯ２
０ ０

亜硝酸態窒素

ＮＯ３
０．２ ０．２

硝酸態窒素

ＰＯ４
０．０２ ０．０２

りん酸態りん

（考察）

２カ所ともそれぞれ数値は低く、とてもきれいな川であることが分かります。

特にチヌフク川ではＣＯＤの数値も低く、雨水なみのきれいさです。
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（２グループ）やんばるの里上、アンガ川

《パックテスト結果》

やんばるの里上 アンガ川

ＣＯＤ
８以上 ８以上

科学的酸素要求量

ＮＨ４
０．２ ０．２

ｱﾝﾓﾆｳﾑ態窒素

ＮＯ２
０．００５ ０．００５

亜硝酸態窒素

ＮＯ３
０．２ ０．２

硝酸態窒素

ＰＯ４
０．０２ ０．０２

りん酸態りん

（考察）

ヤンバルの里上流とアンガ川では、汽水域やヤンバルの里前と同じく窒素とりん両

方ともやや高めで、人々の生活によって排出された汚れなどが川の中に流れ込んで

いると考えられます。

しかし、汚れているという訳ではなく、一般的な川の下流の汚れ具合です。

また、調査３日前の台風の影響も考えられます。
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（３グループ）やんばるの里、汽水域

《パックテスト結果》

やんばるの里 汽水域

ＣＯＤ
３ ６

科学的酸素要求量

ＮＨ４
０．２ ０．２

ｱﾝﾓﾆｳﾑ態窒素

ＮＯ２
０．００５ ０．００５

亜硝酸態窒素

ＮＯ３
０．２ ０．２

硝酸態窒素

ＰＯ４
０．０５ ０．０５

りん酸態りん

（考察）

汽水域とヤンバルの里前は窒素とりん両方ともやや高めで、人々の生活によって排

出された汚れなどが川の中に流れ込んでいると考えられます。

しかし汚れているというわけではなく、一般的な川の下流の汚れ具合です。


